



Teaching practice assisted hy the Learning 
M阻 agementSystem and its evaluation: 
from the perspective of promo姐ngstudents' utilization of the 
system and suppor姐ngtheir learning 





























ステム (Le町 ningManagemen七System:以下LMS)、またはコース管理システム (Course









































































































































29年度 相対度数 28年度 相対度数
学外で利用可能な PCがあり LMSにPCでアクセス可能 162 65.9出 133 71.9% 
a.自分専用のデスクトップバ・ノコンを所有 11 4.5% 12 6.5% 
b.自分専用のノート型パソコンを所有 3 13.4珂 2 11.9兜
c.家族共用のデスクトップパソコンがある 58 23.6出 52 28.1% 
d.家族共用のノート型パソコンがある 91 37.09国 69 37.3% 
e.携帯情報端末(タブレット型コンピュー夕、ス 105 42.7% 90 48.6% マート 7オンなど)も合わせて所有
f.携帯情報端末でのみでLMSにアクセス可 40 16.3出 40 21.6拓
g.大学外ではLMSにアクセスできる環境がない。 7 2.8% 3 1.6% 
無効回答および無回答 37 15.0% 9 4.9% 




































授業外 授業外 授業外 授利業用外なし利用あり 市j用なし 利用あり
授業外でLMS利用可の PCを所持 120! 84.5% 2 15岨5% 69 82脱| 15 17.9% 
授業外でLMS利用可のPCを非所持
1 35 01 8762 .39拓揺
g 23.1% 14 5786 39弼覧 | 21 0 5 41.7% 
合計 31 17.1% 83 23.1% 
x2乗値 1.24 6.07 

















a.インターネット情報の閲覧・検索 169 181 12 107出|
b.メールの送受を行える 69 150 81 217弼|
C. ワープロソ7トによる簡単な文章入力を行える 155 125 -30 81出|
d. ワープロソ 7トによる図表の入った文書作成 132 82 -50 62%: 
e.表計算ソフトによる簡単な表作成 139 80 -59 58田|
f.表計算ソフトによるグラフを作成・関数処理 115 60 司55 52克|
g. プレゼンテーションソフトによる発表用スライ 109 70 -39 64%: ド作成
h.イラスト描画、写真加工 61 49 一12 80拓|
1.ホームページ作成 39 18 21 46斑|
1 .プログラム作成 26 14 -12 54出|
k. CPUなどコンピュータの仕組み 30 18 -12 6096: 
1.インターネットの仕組み 32 27 5 84拓|
ffi. 2進数などデジタル情報の表し方 79 28 -51 35弼|



































授業時以外利用なし 35 16.1% 27 23.3% 
授業前に利用 165 24 
授業後に利用 291 83.9% 65 76.7% 
授業欠席時に利用 62 7 














































。 20 40 60 80 100 120 140 160 180 
a 授業受講前の自分の修得状況や到達度が把握しやすかった 137 
b.1受章受講後の自分の修得状況や到達度が把握しやすかった 63 
ミ但i c 段突で学主内 容を綬業前I~IE鍵しやすかうた 7 
d 授業後九理解が不十分な点 復習すべき点在把握して復習するガイドになった 3 
e， I受業受講前の自分0)1虐待械況や到達度を苔えるのは難しかった -・・圃 21 
f.1畳業受講後の自分の修得状況や到達度を把握するのは難しかった 固・ 10 
g 手習には役立たな力、った -・ 10
h.I重習には役立たなかった 4 
a 教材資料が見やすかった 88 
電4+骨国F 車p 
b 持ち歩かなくて良い束、が便利だ勺た 55 
c 外出先等でも閲覧できる点が便利だ勺た 65 
d.P仁やモバイル端末がないとみられむい点が不便だった-21 e 直接害き込みできない点力、不便だった 圃・・・ 24 
f教科書やプリントの方が使いやすい 圃・・ 6 
a 受験しやすかった 138 
.L b 何度でも復習できる点が便利だった 61 
/'( C.外出先等でも復習できる点が便利だった 5 
't 、ト d， PCやモバイル端末がないと置習できなL、点が不便だった -・・ 6 
e 受験結果が復習しにく力¥った 圃・・・ 18 
千プリントなど紙ベ スの方が使いやすい 圃・・圃 19 
a いつでも提出できる点が便利だった 167 
b.ど」力、らでも提出できる占が便利だった 126 
c. !fY.L)組んでいない詳t;!提出J ていない詩t;!が管理しやすかった 70 
d 画面I~直接入力する方式の課題提出が利用しやすかった 40 
艦回
ー別(し作成・保存したファイjレを提出する方式め課題提出が利用しやすかった-"" 25 f取り組んでいない課題 提出していない課題が曹理しにくかった ・ 9
g ネャ 卜 I ~接続しないと提出できない点力、不便だった -・ 1 
h 紙ベ スで印刷して1呈出する方が使いやすい 圃 9
l 画面に直接入力する方式の課題提出力、利用しにくかった 圃・ 1












c γ 26 
-・ 118






















































































































































































































































3)川畑智子，竹山幸作，細川敏幸:日本における eポー ト 7ォリオ活用例 eポート 7ォザオ
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